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学生募集要項 

2023(令和５)年度 

AKITA UNIVERSITY OF ART 
秋田公立美術大学 

 

修士課程 

大学院複合芸術研究科 

【注意】 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、

募集要項に記載の実施方法とは異なる方法で選抜を行う場

合がありますので、最新の情報は大学ウェブサイトを確認

してください。 
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複合芸術研究科複合芸術専攻（修士課程）学生募集日程 

 

 

１ 推薦入試 

試験区分 一般推薦 

募集人員 若干名 ※注 

出願期間 2022年７月 25日(月)～８月２日(火)  

一次選考 一次選考（書類審査）は免除とする。 

二次選考 
2022年９月３日(土) ※オンライン 

13:00～18:00 面接 

合格発表 2022年９月 14日(水) 

入学手続期間 2022年 11月 18日(金)～11 月 25日(金)  

※注 募集人員は、一般選抜募集人員の内数とする。 

 

２ 一般入試 

試験区分 

一般選抜 

第１期募集 第２期募集 

募集人員 複合芸術研究科 複合芸術専攻 10名 ※注 

出願期間 2022年 10月６日(木)～10月 13日(木) 2023 年２月１日(水)～２月６日(月) 

一次選考 

書類審査 

一次選考（書類審査）において二次選考へ進むことを認めた者には受験票を送

付する。 

二次選考 

2022年 11月５日(土) ※オンライン 

10:00～12:00 グループディスカッション 

13:00～18:00 面接 

2023 年３月４日(土) 

10:00～12:00 記述試験 

13:00～18:00 面接 

合格発表 2022年 11月 14日(月) 2023 年３月 10日(金) 

入学手続期間 2022年 11月 18日(金)～11 月 25日(金) 2023 年３月 13日(月)～３月 17日(金) 

※注 募集人員は、一般推薦と一般選抜（第１期および第２期）を合計した人数である。 

入学志願者は、第１期と第２期のいずれか、または両方を受験することができる。 
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複合芸術研究科複合芸術専攻（修士課程）概要 

 

 

■教育目的及び入学者受入方針(アドミッション・ポリシー) 

（受入の基本方針） 

本研究科は、次のような目的意識を持った学生を受け入れます。 

① 新しい芸術を探求する意欲のある人 

② グローバルな視野と地域への視点を併せ持つ人 

③ 他者と協働しながら主体的に制作や研究に取り組める人 

 

（入学前に修得しておくことを期待する内容） 

① 自身の専門分野における知識や動向に関する理解 

② 研究内容を的確に他者へ伝えることのできる表現力 

③ 地域や社会で生じている課題に対する思考力 

 

（求める人材像） 

１ 一般選抜 

芸術を通じて、新たな価値や社会的課題に取り組む意欲のある人を求めます。 

２ 一般推薦 

大学等において優れた成績を修め、芸術を通じて、新たな価値や社会的課題に取り組む

意欲のある人を求めます。 

 

■教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 

本研究科は、ディプロマ・ポリシーに基づく研究・教育の成果をめざし、複合芸術の対象領

域をアート、デザイン、芸術学の３分野でとらえ、理論と実践から成る多用な複合の概念を

踏まえた実践的なカリキュラムを、以下にカリキュラム・ポリシーとして示します。 

 

① 教育課程は、複合芸術科目、複合芸術実践科目、制作技術演習科目、特別研究科目から

構成します。 

② 複合芸術科目は、複数の研究分野を領域横断的に学ぶことで、複合芸術の多様な研究視

点を獲得し、主体的に新しい芸術を探求・創造していくための論理的能力を養います。 

③ 複合芸術実践科目は、複合芸術の専門性を芸術と社会をつなぐ媒体としてとらえ、地域

と社会との関わりにおいて問題点を発見し、解決に導く実践力・発信力を養います。 

④ 制作技術演習科目は、研究活動の実践を支える素材・媒体・技法・理論を修得し、新しい

芸術を探求・創造するための技術を養います。 

⑤ 特別研究科目は、個々が設定したテーマを継続的に研究することで、広く社会に応用で

きる企画力、構想力、計画力を養います。 
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（学習成果の評価） 

学習成果は、演習・実習科目における時間外制作活動も含めた成果をもって評価します。ま

た、授業の到達目標や内容、成績評価方法・基準等をシラバスで明示し、厳正で客観的な成

績評価を行います。 

 

■学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

本研究科は、大学の理念に基づき以下の能力を備え、かつ所定の単位を修得した学生に対

して、修士（美術）の学位を認定します。 

① 異なる分野を複合させながら、既存の枠にとらわれない新しい芸術を探求・創造する能力 

② 現代社会の動向や地域特性をとらえ、アート・デザイン・芸術学の方法論を通じて問題

解決へつなげ、具体的な提案ができる能力 

③ グローバルな視野をもちながら、アート・デザイン・芸術学の研究や実践を評価・検証

し、その成果を広く社会と連携し情報発信する能力 

 

■研究科名及び学位 

 研究科名：複合芸術研究科[Graduate School of Transdisciplinary Arts] 

 専攻名：複合芸術専攻[Course of Transdisciplinary Arts] 

 学位：修士（美術）[Master of Art] 
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■複合芸術科目担当教員一覧 

 

専    門 指 導 教 員 

現代美術／アートプロジェクト／ 

アートマネジメント 
藤   浩 志  教授 

インスタレーション／映像／ 

多文化芸術調査 
岩 井 成 昭  教授 

インテリアデザイン／ファニチャーデザイ

ン／プロダクトデザイン 
今 中 隆 介  教授 

アーバンスタディーズ／地域資源マネジメ

ント／東南アジア地域研究 
岸   健 太  教授（研究科長） 

情報学フロンティア／計算基盤／地理学 飯 倉 宏 治  教授 

アートマネジメント／コミュニティとアー

ト／アートとレジリエンス 
曽 根 博 美  教授 

芸術人類学／神話学 石 倉 敏 明  准教授 

映像／メディアアート 萩 原 健 一  准教授 

哲学／文化人類学 唐 澤 太 輔  准教授 

美術批評 福 住   廉  准教授 

映画製作 石 山 友 美  准教授 

  ※より幅広い研究領域をサポートするため、上記教員以外の本学教員による指導も可能

としています。秋田公立美術大学教員については、本学ウェブサイト内、大学教員の

紹介ページを参照してください。 
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複合芸術研究科複合芸術専攻（修士課程）学生募集要項 
 

１ 募集人員 

  複合芸術研究科複合芸術専攻 １０名 

 

２ 標準修業年限 

  ２年 

 

３ 出願資格 

【一般推薦】 

  次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 2023年３月に大学を卒業見込みの者で、かつ、学業成績、人物ともに優れ、出身大学

の学長（学部長）から推薦され、合格した場合には入学を確約できる者 

(2) 学校教育法第 104条第７項の規定（大学改革支援・学位授与機構）により学士の学位

を 2023 年３月までに授与される見込みの者で、かつ、学業成績、人物ともに優れ、出身

校の長等から推薦され、合格した場合には入学を確約できる者 

 

【一般選抜】 

  次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 学校教育法第 83条の大学を卒業した者および 2023 年３月卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104条第７項の規定（大学改革支援・学位授与機構）により学士の学位

を授与された者および 2023年３月までに授与される見込みの者 

(3) 外国において、学校教育における 16年の課程を修了した者および 2023 年３月までに

修了見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者および 2023 年３月までに修了見込

みの者 

(5) 我が国において、外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を

修了した者および 2023年３月までに修了見込みの者 

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める

日以降に修了した者および 2023年３月までに修了見込みの者 

(7) 文部科学大臣の指定した者 

(8) 学校教育法第 102条第２項の規定により他の大学の大学院に入学した者であって、大

学院における教育を受けるにふさわしい学力があると本大学院において認めた者 

(9) 本大学院において、個別の出願資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で、2023年３月 31日までに 22歳に達する者 

 

※出願資格(8)、(9)により出願を希望する者は、出願資格認定審査の手続きを要するため、

必ず事前に学生課に申し出て、指示を受けたうえで、第１期募集においては 2022 年９月

５日(月)までに、第２期募集においては 2022年 12月 28日(水)までに必要書類等を提出

してください。 

・出願資格(1)～(5)に該当する者は、本学においては、学士の学位またはそれに相当する

学位を授与された者及び 2023年３月 31日までに授与される見込みの者とする。 

・出願資格(3)について、外国において学校教育における 16 年未満の課程(出願資格(4)の

課程を除く)を修了した後、16年を満たす課程に進んだ場合、その課程を修了し、学士の

学位またはそれに相当する学位が授与される、もしくは授与される見込みでなければな

らない。 
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４ 出願書類等（必要書類の所定様式は全て大学ウェブサイトからダウンロード出来ます。） 

 出 願 書 類 出 願 書 類 作 成 上 の 注 意 推薦 一般 

(1) 
入学志願票・受験票・

研究計画書 

・本学所定の用紙を使用し、必要事項をもれなく黒のペ

ンかボールペンで記入してください。 

・写真欄に３か月以内に撮影した無帽上半身のものを貼

付してください。 

・研究計画書はパソコン等による作成を可とします。所

定様式は本学ウェブサイトからダウンロードできます

（フォントサイズは９～11ポイントとしてください）。 

○ ○ 

(2) 

出願資格を証明する

書類および成績証明

書等 

・出身大学の卒業（見込）証明書および成績証明書 

・出願資格(2)により出願する者については学位授与機

構が発行した学士の学位授与証明書、授与見込みの者

は学位授与機構が発行した学士の学位授与申請受理証

明書、および基礎資格となる学校の成績証明書を提出

してください。 

※外国語の証明書は、英語訳または日本語訳を添付して

ください。 

○ ○ 

(3) 
入学検定料納付証明

書 

・入学検定料 17,000円を本学所定の入学検定料振込用紙

を使用して金融機関で振り込み後、入学検定料納付証

明書（大学提出用）を入学志願票の所定の貼付欄に貼付

してください。 

○ ○ 

(4) 受験票等返送用ラベル 
・本学所定の受験票等返送用ラベルに、受験票送付先の

住所、郵便番号、氏名等を記入してください。 ○ ○ 

(5) 

書類審査等関係書類 
 

※一般推薦においては

書類審査を免除する

ため、面接時の参考資

料として使用します。 

・書類審査等を行うための資料を以下の①～②から一つ

以上選択して提出してください。また、作品・論文１点

に対し別添の「一次選考（書類審査）提出作品・論文等

添付用紙」を必ず貼付してください。併せて、PDFデー

タをメールに添付し、件名に氏名と作品・論文名を記載

したうえでrenraku@akibi.ac.jpに送付してください。 

① ポートフォリオ 

過去５年以内に制作した作品の写真、資料等を３～

５点までまとめたもの。ポートフォリオの大きさはＡ

４版、またはＡ３版とし、各作品に関する解説文を付

すこと。なお、実作品はポートフォリオとして認めな

い。映像作品を提出したい場合は、予め受験者自身が

適切と思われる方法を選択し、ウェブ上にアップロー

ドの上、確認できる URLを送付すること。様式は自由。 

※一般推薦においては、大学在学中の作品・研究や活動

をまとめたものを提出すること。 

※返却を希望する場合は、(4)の封筒とは別に、返却用の

着払い伝票（郵便番号、電話番号、住所、宛名を記載し

たもの）を提出書類に同封すること。その際は伝票番号

を控えておくこと。 

② 論文 

  過去３年以内に執筆したもの。卒業論文、または同

等の論文。部数は２部で 2,000 字程度の要旨を添付す

ること。 

※2023年３月に卒業見込みの者は、研究分野に関する論

文、もしくは卒業論文（草稿可）。部数は２部で 2,000

字程度の要旨を添付すること。 

※外国語の論文を提出する場合は、2,000 字程度の日本

語の要旨をつけて提出すること。 

○ ○ 

mailto:renraku@akibi.ac.jp
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 出 願 書 類 出 願 書 類 作 成 上 の 注 意 推薦 一般 

(6) 推薦書 

本学所定様式を使用し、出身大学の学長（学部長）が発

行したものを、厳封した上で提出してください（ワープ

ロソフト等による印字可。所定様式は、大学ウェブサイ

トからダウンロードできます）。 

○ × 

(7) 
在留カード等 

 
※外国人留学生のみ 

日本に居住している外国人留学生は、在留カード（表裏

両面）または外国人登録証明書の写しを提出してくださ

い。 

在留カードを持っていない場合は、パスポートの写し

（顔写真、氏名が記載されているページ）を提出してく

ださい。 

該当者 該当者 

(8) 

日本語能力に関する

証明書 

 
※外国人留学生のみ 

外国人留学生は、次のいずれかの書類を提出してくだ

さい。なお、日本の大学を卒業、卒業見込の者は除きま

す。 

・「日本語能力試験（JLPT）」の認定結果および成績に関

する証明書の原本（Ｎ２または２級以上と同等程度が

望ましい）。 

・「日本留学試験（EJU）」の受験票の写しまたは成績通

知書の写し（日本語（読解、聴解および聴読解の合計）

200 点以上を取得していることと同等程度が望まし

い）。 

該当者 該当者 

※入試区分毎に「○」の付されている出願書類を提出してください。（「該当者」が付されている箇

所は対象者のみ提出してください。） 

 

５ 出願受付期間 

一般推薦 2022 年７月 25日(月)～８月２日(火)（必着） 

一般選抜 

第１期募集 2022 年 10月６日(木)～10月 13日(木)（必着） 

第２期募集 2023 年２月１日(水)～２月６日(月)（必着） 

※郵送による出願は、出願締切日必着とします。直接持参する場合の受付時間は、午前 

９時から午後５時までとします（土曜、日曜、祝日を除く）。 

 

６ 出願提出方法 

  出願書類一式を本学大学院ホームページ（https://www.akibi.ac.jp/daigakuin/）から

ダウンロードし、必要事項を記入の上、任意の封筒の表紙に【大学院出願書類在中】と朱

書きし、書類審査関係書類（ポートフォリオ又は論文）と一緒に書留速達郵便で郵送する

か、直接持参してください。また、書類審査関係書類（ポートフォリオまたは論文）は PDF

データでも提出（renraku@akibi.ac.jp）すること。 

〔送付先〕〒010-1632 秋田市新屋大川町 12番３号 

秋田公立美術大学事務局学生課 TEL：018-888-8105 

 

７ 一次選考（書類審査）結果の通知 

  上記の出願手続を行った者のうち、本学大学院が、受験資格を有すると認定し、一次選

考（書類審査）において二次選考へ進むことを認めた者には二次選考受験票を送付します。

また、一次選考において不合格となった者には、その旨を通知します。 

  なお、推薦入試出願者については、一次選考（書類審査）は免除となります。 

 

https://www.akibi.ac.jp/daigakuin/
mailto:renraku@akibi.ac.jp
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８ 試験日程および試験内容 

  出願期間および試験日時 試験内容および試験方法 

一

般

推

薦 

二

次

選

考 

2022年９月３日(土) 13:00～18:00 面接（オンライン） 

冒頭に自らの作品や研究計画に触れながら５

分程度のプレゼンテーションを行う。 

その後、15分程度の質疑応答を行う。 

※出願時に提出された書類についての質疑も行う。 

第

１

期

募

集 

一

次

選

考 

出願期間 

2022 年 10 月６日(木)

～10月 13日(木) 

書類審査 ①ポートフォリオ 

過去５年以内に制作した作品の写真、資料等を

３～５点までまとめたもの。 
※Ａ４版、またはＡ３版とする、解説文を付すこと 

②論文 

過去３年以内に執筆した卒業論文、または、同

等の論文。※2,000 字程度の要旨を添付 

※2023 年３月卒業見込みの者は、研究分野に関

する論文、もしくは卒業論文（草稿可）。 

※作品・論文１点に対し別添の「一次選考（書類

審査）提出作品・論文等添付用紙」を貼付して

ください。 

二

次

選

考 

2022年 11月５日(土) 10:00～12:00 グループディスカッション（オンライン） 

 テーマに基づく討論を行う。 

13:00～18:00 面接（オンライン） 

冒頭に自らの作品や研究計画に触れながら５

分程度のプレゼンテーションを行う。 

その後、15分程度の質疑応答を行う。 

第

２

期

募

集 

一

次

選

考 

出願期間 

2023 年２月１日(水)

～２月６日(月) 

書類審査 ①ポートフォリオ 

過去５年以内に制作した作品の写真、資料等を

３～５点までまとめたもの。 
※Ａ４版、またはＡ３版とする、解説文を付すこと 

②論文 

過去３年以内に執筆した卒業論文、または、同

等の論文。※2,000 字程度の要旨を添付 

※2023 年３月卒業見込みの者は、研究分野に関

する論文、もしくは卒業論文（草稿可）。 

※作品・論文１点に対し別添の「一次選考（書類

審査）提出作品・論文等添付用紙」を貼付して

ください。 

二

次

選

考 

2023年３月４日（土） 10:00～12:00 記述試験 

テーマに基づく記述試験２問、英語試験 1 問。 

※以上３問から２問を選択 

13:00～18:00 面接 

冒頭に自らの作品や研究計画に触れながら５

分程度のプレゼンテーションを行う。 

その後、15分程度の質疑応答を行う。 

※パソコン等の機器をプレゼンテーションに使

用する場合は、各自持参してください。データ

での持ち込みの場合は、事前に事務局学生課に

相談してください。 
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※面接試験（オンライン面接を除く）会場に常備している機器等 

・プロジェクタ（解像度 WXGA (1280×768pixel) 程度） 

・スピーカ（PC用小型スピーカ） 

・コンピュータとプロジェクタを接続するケーブル（HDMI ケーブル）持参したコンピュー

タから HDMIケーブルに接続する変換コネクタは、各自で用意してください。 

・コンピュータとスピーカを接続するケーブル（3.5mm ステレオミニジャックケーブル） 

※プレゼンテーションで使用するコンピュータ等とプロジェクタとの接続テスト（任意） 

・受験者控室にプレゼンテーション会場と同じ接続環境を用意します。希望者は持参した

コンピュータ等を接続し、投影等の確認をすることができます。 

・ネットワーク接続環境は用意していないので、各自準備するかローカルで動作するよう

にデータを作成してください。 

・プレゼンテーションで使用する機器の接続や設定は、各自で行ってください。 

 

９ 選抜方法 

一般推薦 
面接、研究計画書および研究概要、成績証明書等を総合して判定

します。 

一般選抜（第１期） 
グループディスカッション、面接および研究計画書、成績証明書

等を総合して判定します。 

一般選抜（第２期） 
記述試験、面接および研究計画書、成績証明書等を総合して判定

します。 

 

10 試験場所 

一般推薦 

オンライン 

一般選抜（第１期） 

一般選抜（第２期） 秋田公立美術大学（秋田市新屋大川町 12番３号） 

 

11 合格発表 

一般推薦 2022年９月 14日(水) 午前 10時（予定） 

一般選抜（第１期） 2022年 11月 14日(月) 午前 10時（予定） 

一般選抜（第２期） 2023年３月 10日(金) 午前 10時（予定） 

  本学ウェブサイトに掲載します。また、合格者には文書で通知します。電話による問合

せには一切応じません。 

 

 

 

 



- 10 - 

 

12 入学手続期間 

一般推薦 2022年 11月 18日(金)～11月 25日(金)（必着） 

一般選抜（第１期） 2022年 11月 18日(金)～11月 25日(金)（必着） 

一般選抜（第２期） 2023年３月 13日(月)～３月 17日(金)（必着） 

※直接持参する場合の受付時間は、午前９時から午後５時までとします。（土曜、日曜を除く） 

※入学手続時に提出された書類および納入された入学金は返還しません。 

 

13 入学金・授業料 

(1) 入 学 金 秋田市内居住者 282,000円 

         上記以外の者  423,000円 

(2) 授 業 料 年額 535,800円（前期、後期に分割し、５月および 10月の末日に納入） 

※「秋田市内居住者」とは、本学入学の１年前から引き続き秋田市内に住所を有する者を

いう（その配偶者または１親等の親族がこれに該当する者を含む） 

 

14 その他の納入金（予定） 

(1) 傷害保険等（２年分）  2,430円 

 (2) 後援会費（２年分）  40,000円 

※所要見込額は上記のとおりですが、改定される場合があります。 

 

15 入学検定料の返還請求について 

  既に納入された入学検定料は、次の場合に限り返還します。該当する場合は、下記の請

求方法に従って請求してください。 

返還できる場合 返還額 

(ｱ)入学検定料を納付したが、出願書類を提出しなかった場合 17,000円 

(ｲ)入学検定料を二重に払い込んだ場合 17,000円 

(ｳ)出願が受理されなかった場合 17,000円 

(ｴ)出願受付後に出願無資格者であることが判明した場合  13,000円 

※実際の返還額は、振込手数料を差し引いた額となります。 

(1) 請求方法 

   大学ウェブサイトから本学所定の「入学検定料返還申出書」をダウンロードして、必

要事項を記入の上、払込済みの「振込金受取書」を同封の上、送付してください。 

〔送付先〕〒010-1632 秋田市新屋大川町 12番３号 

       秋田公立美術大学 事務局学生課 宛 

       ※封筒には「入学検定料返還申出書在中」と朱書きしてください。 

(2) 請求期間 

   返還請求は出願期間終了から１週間以内に行ってください。請求書類の受領後、返還

金の振込みまでは約１か月かかります。 

 

（入学手続時に納入） 
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16 試験成績の照会 

  受験者本人からの照会に対してのみ回答します。希望者は、下記の期間に本学受験票（コ

ピー不可）と本人確認ができるもの（免許証、健康保険証、パスポートなど）を郵送または

持参してください（一次選考不合格者は受験票不要）。 

  郵送の場合は、本学受験票（コピー不可）と本人確認ができるもの（同上）のコピー、長

形３号の返信用封筒（受験者本人の郵便番号、住所、氏名を記載し、84 円分の切手を貼付

したもの）を同封のうえ、照会してください。 

 ※請求期間：2023年５月１日(月)から５月 31日(水)まで（土曜、日曜、祝日を除く） 

 

17 個人情報の取扱い 

 本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、「公立大学法人秋田公立美術

大学個人情報保護規程」に基づき、次のとおり取り扱います。 

 (1) 出願書類に記載された個人情報については、①入学者選抜（出願処理および選抜実施）、

②合格発表、③入学手続き業務を行うために利用します。 

(2) 入学者選抜の試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料作成のために利用します。 

(3) 入学者の個人情報については、①教務関係業務（学籍、修学指導等）、②学生支援関

係業務（奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うために利用します。 

 

18 受験上の注意事項 

 (1) オンライン試験 

・試験は、オンライン会議システム Zoomを使用して実施します。あらかじめ必要なアプ

リケーション（最新のもの）をダウンロードしてください。 

・パソコン等の通信機器とインターネットに接続できる環境を用意し、試験時には個室

で受験者のみが対応するような環境を整えてください。事前に接続テストを行います

ので、その際も同じ環境で行ってください。 

・試験に使用できる通信機器は１台とし（緊急時を除く）、試験中は電源に接続するか、

事前に充電を行い、試験中に電源が切れることのないようにしてください。 

・試験の接続時間は本学が指定し、決まり次第受験者へ連絡します。 

・試験当日は、指定時刻にオンライン会議に接続できるよう余裕を持って待機してくだ

さい。 

・試験当日は、本学受験票を携帯してください。 

・試験開始時刻に遅刻した場合は、試験開始後 20分以内の遅刻に限り、受験を認めます。

やむを得ない事情により遅刻した場合は、直ちに大学に申し出てください。 

・試験中は監督者の指示に従うこと。 

・試験中の録画・録音は禁止します。 

・通信機器が接続不可能となった場合は大学と連絡をとり、指示を仰いでください。 

・試験中に不正行為が発覚した場合は失格となります。 

（不正行為の例：受験者以外の者の協力や試験内容を第三者へ公開できる状態にする等

の円滑な試験実施を阻害すると見なされる一切の行為） 

 



- 12 - 

 

 (2) オンライン試験以外の試験 

・試験開始時刻に遅刻した場合は、試験開始後 20分以内の遅刻に限り、受験を認めます。

やむを得ない事情により遅刻した場合は、係員に申し出て指示を受けてください。 

・試験室に入室してから試験終了までは、退室できません。 

・試験時間中に休憩時間がある場合、休憩時間であっても試験会場外に出ることができ

ませんので、あらかじめ昼食を持参してください。 

・携帯電話、スマートフォン等の電子機器類は、不正防止のため必ず電源を切り、かばん

等にしまってください。係員の指示があった後に電子機器類をかばん等にしまわず、身

につけていたり手に持っていると、不正行為となることがあります（休憩時間を含む）。 

・配付された問題冊子は試験室から持ち出すことはできません。 

 (3) 共通 

・受験票が試験日７日前になっても到着しない場合は、本学事務局に問い合わせてくだ

さい。 

・受験票は入学手続の際に必要となりますので、試験後も保管しておいてください。 
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